
 

 

 

✺ だれもが公平に利用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エレベーター／エスカレーター／階段 

 

■ 身体的な負担が少ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☃ まちがえても危険につながらない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だれもがわかりやすいユニバーサルデザイン 

←入り口からわかりやすい場所に 

エレベーター・エスカレーター・階段が並んでいます。 

どれを利用しても上の同じ場所へ行く事ができます。 

階段しかなければ、身体の不自由な人は上の階に行く 

ことが出来ません。エレベーターやエスカレーターが 

あることで利用できるようになります。 

階段を使うことが出来る人もエレベーターや 

エスカレーターがあることで、状況に応じて利用できま 

す。もっと、もっと利用しやすくなります。 

さまざまな選択肢があることが大切ですネ。 

プッシュプルハンドル 

「プッシュプルハンドル」とは・・ドアノブの一種。 

ドアに長さ５０～６０㎝程度の手すり状のバーやレバーが

つけられ、そのバーを押したり、引いたりすることで、ドア

の開閉ができる。ドアを引いて開けるときはバーも引く。ド

アを押して開けるときはバーも押す。ドア錠のストッパー

が解除される仕組みになっており、簡単にドアを開閉でき

る。 

両手に荷物を持ったり、子どもを抱っこしていても、 

肩で押したり、指先をバーに引っかけて開けることが 

出来る。握力の弱い子どもや高齢者でも身体的な負担が

少なく、楽に使用できる。 

 

転落防止用の「ホームドア」 

「安全性」を確保するために、間違えて使用した時に、元に戻

れるようにしたり、失敗がおこらないように設計したりするこ

とが大切です。 

◩ パソコン 

うっかりデーターを消してしまった時、「元に戻す」機能を使用して 

元に戻す事が出来る。 

◩ 電子レンジ  

扉を開けると停止する。 

◩ 洗濯機 

使用中は停止ボタンを押さなければ開かない。 

              など、身近にたくさんありますよ。 

←地下鉄や新幹線のホームに設置されています。 
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〒518-0823 三重県伊賀市四十九町 1278 番地の 26 TEL/FAX：0595-23-9513 http://www.doumu.net 
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平成 23 年 12 月３日（土）にマナー

アップキャンペーンを実施しました。目

的は「車いす使用者用駐車区画の不適正

利用」に対応するため、この駐車区画の

意味を理解し、マナーを守ってもらうこ

とです。三重県が、市町やNPOに依頼し

て、県内21ヶ所で実施しました。 

伊賀市内では、伊賀市、教育委員会、

伊賀市障害者福祉連盟、伊賀市議会、同

夢が参加して、アピタ伊賀上野店、ジョ

イシティオークワ上野店、ジャスコ伊賀

上野店の３店舗で呼びかけをしました。 

 

伊賀流ユニバーサルデザイン推

進協議会（伊賀市障害者福祉連盟・ 

伊賀市・ユニバーサルデザイン同

夢）が主催の「講演会＆シンポジ

ウム」を開催しました。 

快適・安全に、連続して「移動」

するための問題や課題について、 

利用者の視点で考えました。 

← 講師：秋山 哲男さん 

（北星学園大学 客員教授） 

 

平成23年 ６月 12 日（日） 伊賀市立長田小学校 ５、６年生・保護者 

7月 15日（金） 伊賀市立丸柱小学校 ６年生 

１０月28日（金） 伊賀市立崇広中学校 １年１組 

平成 24年 １月 22 日（日） 島ヶ原公民館・島ヶ原地域まちづくり協議会文教人権部会 

みなさまとの出会いをありがとうございました。 これからもよろしくお願いします。 



 

 

平成 23年９月10日～11月５日（全８回・25時間）まで、定住外国人にやさしい日本語を 

指導するボランティア養成講座（基礎編）を開催しました。 

✰ 参加者 

伊賀市 １１名 
男性 ６名 

名張市 １５名 

奈良県宇陀郡  1 名 
女性 ２２名 

東京都  1 名 

合計 ２８名 

 

✰ 講座終了後のアンケート（回答者：22名） 

（１）年代 

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 

２人 ４人 ４人 ７人 ３人 １人 

 

（２）職業 

会社員 会社役員 自営業 公務員 教師 
パート・ 

アルバイト 
主婦 無職 

６人 ０ ２人 １人 １人 ２人 ５人 ３人 

 

（３）講座に参加して 

  よかった：20名  まあまあよかった：２名 

 

（４）特に関心のあった内容 

 
（５）講座に参加した動機 （複数回答） 
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伊賀日本語の会見学 

意見交換会 

市民の声を聞く 

模擬授業 

教えるための準備 

教え方 

教材・教具 

日本語の文法 

日本語の語彙・意味 

異文化コミュニケーション 

日本語ボランティア入門 

人 

文化庁 平成23年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業 

講師：船見 和秀 さん 

（国際交流センター 

日本語教師養成講座講師） 



 

（６）「にほんご指導ボランティア」としての活動を考えているか 

 
（７）その他の意見（抜粋） 

・先生の講義がたいへんおもしろく、普段何気なく使っている日本語の難しさを初めて知りまし 

た。３年ほど前に少し大きな病気をしたので、これからは少しは自分の好きなことをドンドン 

やりたいと思い、参加しました。すごく楽しく、日本語は深いなと思いました。また、外国人 

はすごく勉強されているのがわかります。何気なく使っていることばに法則があるのもおもし 

ろかったです。日本人なので、よかったです。 

・以前から、日本語教育には興味があったが、講座を受けてより一層興味が深まりました。 

何より、船見先生の授業が毎回楽しく、通学が楽しみでした。先生の熱意が伝わってくる授業 

だったと思います。本格的に日本語教師になりたいと思うきっかけになりました。無料とはと 

ても思えないような充実した内容だったと思います。今後も無料で、中級、上級と開講された

ら、ぜひ受講したいと思います。どうもありがとうございました。 

・ただ先生の話を聞いて、ノートを取るだけの座学ではなく、活動的で、笑いもあり、とても楽 

 しくおもしろく講座を受けることができました。 
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その他 

外国語のスキルを活かしたい 

地域の活動に役立てたい 

教養として身につけたい 

外国人と交流している（関心がある） 

日本語教育に関心がある 

日本語教師をめざしている 

日本語指導ボランティアとして活動したい（既に活動している） 

人 

・外国人の方と接すること

の多い業であるので、 

お知らせ等をどうすれば伝

わりやすくできるのかの参

考になればと思い、 

参加しました。 

・日本語について知りた

かったから。 
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⑤その他 

④教える自信がない 

③講座への参加目的が「にほんご指導ボランティア」では… 

②活動日は都合が悪い 

①活動する時間がない 

３．いいえ 

⑤その他 

④地域での独自の活動 

③ささゆり教室に参加 

②ゆうあい日本語の会に参加 

①伊賀日本語の会に参加 

２．はい 

１．既に活動している 

人 

（参加したいが、遠方なので検討中） 

（以前、日本語教師に感心があったが、 

 勉強する機会がなかった） 


